
津山市立広戸小学校

教育目標（めざす児童生徒像） 今年度の指導の重点

調査結果について（調査結果において明らかになったこと）

成果 課題

※達成度 「Ｓ：目標を大きく上回った（１００％超）」「Ａ：目標を十分達成できた（８５％以上１００％未満）」「Ｂ：目標を概ね達成できた（７０％以上８５％未満）
「Ｃ：目標をある程度達成できた（５０％以上７０％未満）」「Ｄ：目標をあまり達成できなかった（３０％以上５０％未満）」「Ｅ：目標を達成できなかった（３０％未
満）」

小中連携の取組 保護者・地域へ理解・協力を求めること

平成２９年度全国及び岡山県学力・学習状況調査　　結果と今後の取組について【学校版：様式】
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【学力状況調査の結果】 【学習状況調査の結果】
全国（小学校）
○国語A・B、算数A・Bともに、県平均と比べると正答率が高い。（算数Bは４ポイント、国語Bは９ポイント高く、特に活用力がついてい
る。）
○国語A、算数Aともに無解答率が０％である。
○国語の「話すこと・聞くこと」領域は理解できているが、漢字の同音異義語の書き、手紙の書き方に課題がある。
・話の構成や内容を工夫し適切な言葉遣いで考えを話す　：本校８３％（全国４８％）
・平均の求め方の記述　：本校６６．７％（全国２６％）

県（小学校【３年～５年】）
○国語、算数ともに県平均を下回っている。
○国語の活用では、県平均を上回っている。（３・５年）
○算数の活用では、県平均を下回っている。（４・５年）
○どの学年も文章を書くことに課題がある。
・登場人物の様子を読み取る　：本校９１％（全国７０％）
・指定された長さで文章を書く　：本校約４５％（全国約７２％）
・加法の結合法則　：本校７７％（全国５７％）

「夢」・「愛」・「学び」を拓く広戸っ子の育成
　　　　－元気・やる気・本気・根気－
　　　　　みんなが輝く広戸っ子
めざす子ども像
　　○にこにこ挨拶　　思いやりのある子ども　　　　○こつこつ学習　　進んで学ぶ子ども
　　○いきいき生活　　たくましい子ども　　　　　　　○わくわく体験　　よく働く子ども

（１）心の教育の充実と人間理解の深化
（２）基礎基本の習熟と学ぶ力の育成
（３）健康づくり「と安全教育の推進
（４）ふるさと体験と実践力の育成

全国（小学校）
○平日にテレビ等を２時間以上視聴する児童の割合は県平均より低い。
○平日にゲームを１時間以上する児童の割合は県平均より高い。
○家庭学習をしているが、予習復習を意識してしている児童は少ない。
○読書が好きな児童の割合は県平均より高いが、家庭での読書時間は少ない。
○「考えを説明したり、文章に書いたりすることが難しい」と感じている児童の割合は、県平均より高い。
○「自分には、よいところがある」の割合が県平均より低い。
・友だちに会うのは楽しい　：本校１００％（全国８３％）
・家の人が、学校行事に来る　：本校１００％（全国８１％）

県（小学校５年）
○あいさつがすすんでできている児童は、県平均より低い。

○朝学習などの取り組みにより、算数の基礎基本の力が少しずつ付いてきた。
○週２回の放課後学習で活用問題に取り組み、無回答率が減った。
○図形の作図に抵抗があったが、簡単な図形がかける児童が増えてきた。
○校内で漢字指導やノート指導の仕方を統一したことにより、漢字や基礎基本の力が少しずつ付いてきた。
○家庭学習を掲示したりノートの評価の仕方を交流したりすることにより、児童の学習への意欲も上がってきた。
○校内でテストの結果を分析し、課題を共通理解することで、苦手なところに取り組むことができた。

○国語・算数ともに、活用問題ができる学年もあるが、苦手としている学年もある。
○字数を指定されたり、段落を指定されたり、条件付きで文章を書くことを苦手としている。
○友だちと話し合ったり意見をまとめたりすることを苦手としている。（経験が少ない）
○６年生に向けて、下学年での学力の定着が今一歩である。
○家庭学習（特に自主学習）の質に改善の余地がある。
○全学年、テレビやゲームなどの時間が少しずつ増え、生活習慣の乱れが見られる。

○県・全国学力学習状況調査の分析を基に教科学力の向上を目指した授業改善の取り組み
○家庭学習の手引きの共通化
○「ノーメディアにチャレンジ」週間を設け、家庭での過ごし方を家族で見直す機会を作る。（勝北中ブロックで同期間に取
り組む）
○①靴揃え②チャイム着席（教職員も、チャイムに始まり、チャイムに終わらせる）

○家庭学習の手引きをもとに、家庭学習の習慣化を呼びかける。
○自主学習への取り組みを通して、予習と復習を意識づける。
○ノーメディアや「生活リズムきらきらカード」の取り組みを通して、生活習慣について意識できるよう積極的に呼びかけ
る。

○字数制限や、段落指定などの
条件を理解し、それに合った文章
を書く。

○２学期に到達度テストなど
を行い、課題に対してどれだ
け習得できているか検証す
る。

○求められている条件を理解し、
それに合った文章を書く。

○放課後学習などで活用問題に取り組みなが
ら、書くことへの抵抗を減らしていく。
○授業でも書く活動を積極的に取り入れる。
○書いたことをほめたり、正解例を示す。

○問題文や選択肢をしっかり読み
取る力をつけ、算数の問題など実
生活でも活用できるようになる。

○問題文や選択肢を正確に読み
取る力をつける。

○家庭学習で問題データベースを活用し、繰り
返し定着を図る。
○個人の課題に合わせたプリントに取り組ませ
る。

○積極的に友だちと話し合ったり意
見をまとめたりできるようになる。

○友だちと話し合ったり、意見を
まとめたりする。

○授業中などで、意識して話し合う活動を入れ
ていき、経験を増やしていく。
○話し合いの進め方のマニュアルなど、具体的
な手立てを作成し取り組んでいく。

○２学期に到達度テストなど
を行い、課題に対してどれだ
け習得できているか検証す
る。

○２学期に到達度テストなど
を行い、課題に対してどれだ
け習得できているか検証す
る。

○書こうという意欲を持ち始
めてはいるが、書き方の条
件などがあると、まだまだ抵
抗がある。

○問題文に自力で取り組ん
でいるが、資料などから必要
な部分を読み取ることには、
まだ課題が残る。

○具体的な話し合いの仕方
を学び、それを生かそうとい
う意欲は見られるが、話し合
いの経験がまだ少ない。

○条件を読み、それに合わ
せて書くことに、抵抗は少な
くなってきているが、個人差
がある。

○初めての長文や活用問題
など、複雑になると内容を理
解するのに時間がかかる。

○話し合いに参加しようとす
る様子が見られるようになっ
たが、考えを深めたり、練り
上げるまではまだ不十分。

○引き続き字数制限などがある活用問
題に取り組み、書き方を学べるようにす
る。また、書けたことをほめていくようにす
る。

○放課後学習などで、資料を読み取る
などの教科書以外の問題にも取り組
む。

○話形や話し合いの進め方のマニュア
ルなどの手立てを示す。（全体で系統性
のあるものを作成する。）


